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図・表 2.1
肺移植希望登録者

年次希望者数（各年末）
（名）

（年）

肺移植の希望登録は、1998年5月より開始され、2003年に心肺同時移植の登録も可能と

なった。年々増加傾向が続いており、2016年末時点で305名が肺移植、4名が心肺同時移

植を希望登録しており、合計309名となっている。

年

肺移植

心肺同時
移植
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心肺同時移植

肺移植
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図・表 2.2
肺移植希望登録者
年次新規登録者数

（名）

（年）

肺移植は1998年から登録開始され、改正臓器移植法施行後の2010年から大幅に増加し、

2016年に138名登録された。心肺同時移植は2003年から登録開始され、年間4名以内の

登録である。2016年末までの肺・心肺同時移植新規登録者は、累計1,164名であった。

年 合 計

肺移植

心肺同時
移植 － － － － －

合 計

心肺同時移植

肺移植
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図・表 2.3
肺移植希望登録者
転帰（2016年末）

（名）

肺移植希望登録者累計（心肺同時移植含む）1,164名中、2016年末現在の転帰は希望（待

機 inactive含む）309名（26.5%）、死体肺移植済335名（28.8%）、生体肺移植済55名

（4.7%）死亡450名（38.7%）、海外渡航3名（0.3%）、取消12名（1.0%）であった。

転 帰 希望 待機 死体肺
移植済

生体肺
移植済

取消 死亡
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合 計

肺移植

心肺同時移植
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図・表 2.4
肺移植希望登録者

希望者 年齢（2016年末）
（名）

（年齢）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、最も多い年齢（10歳階級別）は40～49

歳の105名（34.0%）であり、平均43.3歳、最年少6歳、最年長63歳であった。15歳未満は4

名登録していた。

年 齢 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

15歳未満：4名 平均：43.3±11.8歳

心肺同時移植

肺移植
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図・表 2.5 / 2.6
肺移植希望登録者

希望者 性別・血液型（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、男性126名（40.8%）、女性183名（59.2%）、血液型A型

129名（41.7%）、B型60名（19.4%）、O型93名（30.1%）、AB型27名（8.7%）であった。

性 別 男 女 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

男 女

血液型 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

（名）

（性別）

（血液型）
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肺移植

心肺同時移植

肺移植
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図・表 2.7
肺移植希望登録者

希望者 原疾患（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、特発性／遺伝性肺動脈性肺高血圧症及びリンパ脈管筋腫症がそれぞれ49名（15.9%）であった。
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図・表 2.8
肺移植希望登録者

希望者 待機期間（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、待機期間1年未満123名（39.8%）と最も多く、平

均待機期間928.9±1,178.2日（約2年6ヶ月）、最短9日、最長6,471日（約17年9ヶ月）であった。希

望の平均は471.2±462.4日、待機inactiveの平均は2,261.3±1,561.5日であった。

待機期間
年

未満
年以上
年未満

年以上
年未満
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年未満
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待機
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希望

待機

合 計

平均：928.9±1,178.2日 希望平均：471.2±462.4日 待機inactive平均：2,261.3±1,561.5日

心肺同時移植（待機inactive）

心肺同時移植（希望）

肺移植（待機inactive）

肺移植（希望）

（待機期間）
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図・表 2.9
肺移植希望登録者

希望者 Hugh-Jones分類（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、Hugh-Jones分類でⅢ度が最も多く148

名（47.9%）、次いでⅣ度が68名（22.0%）であった。

分 類 Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度 Ⅳ度 Ⅴ度 データなし 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度 Ⅳ度 Ⅴ度 データなし

【Ⅰ度】

同年齢の健康者と同様の労作ができ、歩行、階
段の昇降も健康者並にできる。
【Ⅱ度】

同年齢の健康者と同様に歩行できるが、坂、階
段の昇降は健康者並にはできない。
【Ⅲ度】

平地でさえ健康者並には歩けないが、自分の
ペースでなら1.6km（＝１マイル）以上歩ける。
【Ⅳ度】
休みながらでなければ50m以上歩けない。
【Ⅴ度】

会話、着物の着脱にも息切れがする。息切れの
ため外出できない。

心肺同時移植

肺移植

（分類）
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図・表 2.10
肺移植希望登録者

希望者 移植術式（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、両肺希望者150名（48.5%）、片肺（右／

左）希望者124名（40.1%）、左肺移植希望者19名（6.1%）、右肺希望者12名（3.9%）、心肺

同時移植希望者4名（1.3%）であった。

術 式 両肺 片肺（右 左） 左肺 右肺 心肺同時 合 計

人 数

両肺 片肺（右 左） 左肺 右肺 心肺同時

（術式）
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図・表 2.11
肺移植希望登録者

希望者 移植施設（2016年末）
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）309名中、移植施設別では、京都大学医学部附属

病院、東北大学病院、東京大学医学部附属病院の順に多かった。心肺同時移植は4名とも

大阪大学医学部附属病院に登録していた。

移植施設
東北大学
病院

獨協医科
大学病院

千葉大学
医学部
附属病院

東京大学
医学部
附属病院

京都大学
医学部
附属病院

大阪大学
医学部
附属病院

国立循環
器病研究
センター

岡山大学
病院

福岡大学
病院

長崎大学
病院

合 計

肺移植

心肺同時
移植

合 計

心肺同時移植

肺移植

（移植施設）

*国立循環器病研究センター：心肺同時移植のみ可能施設

心肺同時移植のみ可能施設
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図・表 2.12
肺移植登録 待機中の死亡

年次死亡者数
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中の死亡者数は累計450名であり、増加傾

向が続いている。2016年は、52名が死亡した。

（年）

年 合 計

肺移植

心肺同時
移植

合 計

心肺同時移植

肺移植
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（名）

（年齢）

平均：38.0±11.5歳

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、最も多い年齢

（10歳階級別）は50～59歳の138名（30.7%）、40～49歳の135名（30.0%）であった。平均

は43.1歳、最年少4歳、最年長63歳であった。15歳未満は6名であった。

図・表 2.13
肺移植登録 待機中の死亡

死亡時年齢

年 齢 合 計

心臓移植

心肺同時移植

合 計

心肺同時移植

肺移植

15歳未満：6名 平均：43.1±11.9歳
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図・表 2.14 / 2.15
肺移植登録 待機中の死亡

性別・血液型
（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、男性237名（52.7%）、女性213名（47.3%）、血

液型A型166名（36.9%）、B型112名（24.9%）、O型133名（29.6%）、AB型39名（8.7%）であった。

性 別 男 女 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

男 女

血液型 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

（名）

（性別）

（血液型）

心肺同時移植

肺移植

心肺同時移植

肺移植
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（名）

図・表 2.16
肺移植登録 待機中の死亡

原疾患

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、特発性肺線維症が119名（26.4%）、特発性／遺伝性肺動脈性肺高血圧症68名（15.1%）であった。
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他
の
間
質
性
肺
炎

呼
吸
器
疾
患

気管支拡張症

閉塞性細気管支炎

じん肺

ランゲルハンス細胞組織球症

びまん性汎細気管支炎

サルコイドーシス

リンパ脈管筋腫症

嚢胞性線維症

その他の疾患

合 計

（原疾患）
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（名）

図・表 2.17
肺移植登録 待機中の死亡

待機期間（死亡時）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、待機期間1年未

満での死亡が250名（55.6%）と最も多く、死亡時での平均待機期間は525.7±645.7日（約

1年5ヶ月）、中央値331日、最短1日、最長4,564日（約12年6ヶ月）であった。

待機期間 年未満 年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上 合 計

肺移植

心肺同時移植

合計

平均： 525.7±645.7日 中央値： 331日

心肺同時移植

肺移植

（待機期間）
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Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度 Ⅳ度 Ⅴ度 データなし

（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、Hugh-Jones分

類でⅣ度が225名（50.0%）であった。

図・表 2.18
肺移植登録 待機中の死亡

Hugh-Jones分類（2016年末）

【Ⅰ度】

同年齢の健康者と同様の労作ができ、歩行、階段の
昇降も健康者並にできる。
【Ⅱ度】

同年齢の健康者と同様に歩行できるが、坂、階段の
昇降は健康者並にはできない。
【Ⅲ度】

平地でさえ健康者並には歩けないが、自分のペース
でなら1.6km（＝１マイル）以上歩ける。
【Ⅳ度】
休みながらでなければ50m以上歩けない。
【Ⅴ度】

会話、着物の着脱にも息切れがする。息切れのため
外出できない。

分 類 Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度 Ⅳ度 Ⅴ度 データなし 合 計

肺移植

心肺同時移植

合 計

心肺同時移植

肺移植

（分類）
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（名）

図・表 2.19
肺移植登録 待機中の死亡
移植術式（2016年末）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、移植術式では、

両側片肺が210名（46.7%）、片肺（右／左）が187名（41.6%）であった。

術 式 両側片肺 片肺（右 左） 左肺 右肺 心肺同時 合 計

人 数

両側片肺 片肺（右 左） 左肺 右肺 心肺同時
（術式）
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（名）

肺移植希望登録者（心肺同時移植含む）の待機中死亡者数累計450名中、最も多い死因

は、原疾患の増悪313名（69.6%）であり、次いで心疾患37名（8.2%）、感染症32名（7.1%）

であった。

図・表 2.20
肺移植登録 待機中の死亡

死因

死 因
原疾患
の増悪

心疾患 感染症 出血
悪性
腫瘍

脳血管
障害

慢性拒
絶反応
（ ）

胸部大
動脈瘤
破裂

その他 不明
データ
なし

合 計

肺移植

心肺同時
移植

合 計

心肺同時移植

肺移植

（死因）
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